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倉田山の木々の緑が、目に鮮やかな季節になりました。爽やかな好季であるはずが、梅雨入り

の声を聞くと同時に台風２号の心配をしています。気温の乱高下に皆さんの体調も気がかりです

が、こんな時こそ、早寝早起きと栄養補給、規則正しい生活で乗り切りましょう。

【令和5年度 G7 三重・伊勢志摩交通大臣会合推進協議会国際理解・国際交流事業「出前授業」】

講師の阿部シャロン先生 後藤謙次先生の質問に答える生徒たち

5月19日(金)「国際理解を深め、国際的な視野や感覚を身に付けるきっかけとする」ことを目

的に、後藤謙次先生(公益財団法人三重県国際交流財団)、阿部シャロン先生(アメリカ合衆国カリ

フォルニア州出身)のお二人にお越し頂き、「G7サミットについて」「SDGsについて」「生活につい

て」など、多岐にわたるお話しを伺いました。広島でのG7開催初日であることも重なって、生徒

達の傾聴する姿勢や多数の挙手質問に、知的好奇心溢れる出前授業となりました。

【生徒感想文抜粋】

・まず初めに感じたことは、この授業はG7についてだけではなく、海外から見た日本の姿を知る

ことができておもしろいなと思いました。シャロン先生から頂いたお話の中では、元々住んでい

たアメリカの話や、海外の方々から見える日本の進んでいるところや遅れているところなど、様

々な意見を聞くことができました。また、日本の良いところや意外なところも話していただき、

海外の方はそんな風に見ているのかとビックリしてしまうけれど、改めて日本の良さを感じるこ

とができました。シャロン先生が体験した日本と海外の治療費の違いについてのお話では、アメ

リカの医療費が高いという話はきいたことがあるのですが、まさかここまでとはと思うと同時に、

日本の保険制度の良さを知ることができました。（ １年 大越祐貴 ）

・今日は、G7の出前授業があり、後藤先生や阿部シャロン先生からたくさん教えて頂きました。

特に驚いたのが、電気自動車の話です。走りながら充電できるのはとても素晴らしいと思いまし

た。日本も早くできるようになってほしいと思いました。次に、他国と日本の文化の違いにも興

味が湧きました。例えば、手指の使い方で、日本では「私」の表現の仕方や、「こっちきて」と

いうやり方が、「あっちいって」という意味になってしまうこと。「違う」という表現が「臭い」

という表現になるということを聞いて、少し笑えました。表現については、これから気をつけた

いと思いました。（ ２年 上村乙華 ）



・今回の出前授業でのG7や SDGs など、G7会議で行われている会議の内容については、社会科で

勉強していたのでとても理解がしやすかったです。国際理解にたいして、今まで以上に知識を深

めることができました。日本とアメリカの違いについ教えていただいた時には、日本で生まれ育

ってきた私にとって、普通だと思っていたことが、外国の方から見ると、とても感動的で素晴ら

しいことだということに気付かされました。（ ３年 伊東亜里紗 ）

・今日、G7についていろんなことを教えてもらいました。G7のマークが色紙7枚とクリップでGを

現しているのがとてもいいデザインだと思いました。アメリカは自動車が一番使われている通行

手段で高速道路が0円でお金がかからないと聞いてびっくりしました。しかもアメリカは州によ

って免許を取れる歳が違って、一番早くて14歳だったので私たちもう免許取れるなと思いました。

アメリカは保険がなく数日入院しただけでたくさんのお金が取られるのはきついとおもいまし

た。とても面白い講義でした。（ ３年 和田理沙 ）

令和５年度 校友会総会 フェリペ先生 第１回スペイン語講座より

６月の行事予定
６月 １日（木） 耳鼻科検診

６日（火） 頭髪服装指導

８日（木） １・２年歯科検診/ 教育実習生による進路講話

９日（金） 第１回漢字検定

１２日（月） 全米桜の女王来校・歓迎式典／夏服開始

１５日（木） 月次祭神宮参拝

１７日（土） 教育実習終了

２１日（水） 眼科検診

２５日（日） 第１回オープンスクール

２６日（月） 大掃除/ ２年生技術のダイコン

文化芸術による子供育成推進事業（中部フィルハーモニー交響楽団）

２７日（火） 期末考査発表

学年便り

【第１学年】 元気いっぱい、あちらこちらから１年生の笑い声が聞こえてきます。今日は調理

実習、美味しいカレーライスが、無事にできました。

【第２学年】 技術の時間で植えた大根の芽が出て、どんどん成長しています。毎日、水をやり、

成長を楽しみにしている様子がとても微笑ましいです。

【第３学年】 好奇心旺盛、まだ１年生に負けない元気のよさですが、校友会総会を始め各種

行事に、率先して積極的に取り組む姿に、最上級生の凜々しさが感じられるようになりました。


